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米大統領:

復縁

．文
一ン
■
・

菅
義
偉
政
権
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
経
済
の

両
立
を
最
重
点
施
策
に
位
置

づ
け
て
い
る
。
発
足
し
た

「
成
長
戦
略
会
議
」
で
も

「足
腰
の
強
い
中
小
企
業
の

育
成
」
を
掲
げ
た
。落
ち
込
ん

だ
地
方
経
済

の
浮
揚
を
狙

い
、
「
Ｇ

ｏ
　
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ

ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の

諸
施
策
を
講
じ
て
地
方
創
生

や
中
小
企
業
活
性
化
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
。し
か
し
、
こ

の
施
策
だ
け
で
は
観
光
業
な

ど

へ
の
支
援
が
主
体
か
つ
短

期
的
で
、
中
小
企
業
全
体

ヘ

の
波
及
に
は
限
界
が
あ
る
。

自
治
体
財
政
潤
す

長
期
的
な
視
点
で
地
方
創

生
や
中
小
企
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
は
、
地
方
自
治

体
の
財
政
基
盤
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
。
地
方

へ
の
資
金

還
流
施
策
は

「ふ
る
さ
と
納
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眸
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ム
ル
・
ュ
一
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ィ
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Ｃ
、
プ

９̈
′く
「
ノ

の
入
れ
方
で
猪
突
猛
進
し
始
め
た
。

「
持
久
戦
」
方
針

を
支

え
る

の

が
、

「米
国
は
衰
退
し

つ
つ
あ
る
」

と

い
う
見
方
だ

。
言
葉

を
換
え
れ

ば
、

「米
国
か
ら
ど
れ
ほ
ど
た
た
か

れ
よ
う
と
、
屈
せ
ず
に
持
久
戦
に
持

ち
込
め
ば
、
時
間
は
中
国
に
味
方
し

て
く
れ
る
」
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

―

ィ̈
６
滉
ン
製̈
ｔ
７

　

・

米
国
の
混
乱

・
低
迷
が
続
く
中
、

中
国
も
や
が
て
体
制
が
行
き
詰
ま
る

と
し
た
ら
、
米
中
の
は
ざ
ま
に
あ
る

我
々

「非
大
国
」
は
、
よ
ほ
ど
覚
悟

を
固
め
て
綱
渡
り
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（次
回
は
先
端

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
財

団
理
事
長
の
野
波
健
蔵
氏
で
す
）

税
」
が
あ
る
。
応
援
し
た
い

白
治
体
に
寄
付
す
る
代
わ
り

に
返
礼
品
を
受
け
ら
れ
る
制

度
だ
が
、
最
近
は
返
礼
品
目

当
て
が
少
な
く
な
い
。
本
来

の
趣
旨
に
立
ち
返
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
（
命
名
権
）
に
着
目
し
た

い
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と

は
企
業
が
施
設
建
設
費
や
維

持
費
を
長
期
間
賄
う
代
わ
り

に
、
所
有
者
か
ら
施
設
の
名

前
を
付
け
る
権
利
を
得
る
制

度
だ
。
長
期
的
に
ブ
ラ
ン
ド

向
上
や
社
会
貢
献
、
国
連
の

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
）
が
図
れ
る
ウ
イ
ン

ウ
イ
ン
の
仕
組
み
で
あ
る
。

２
０
０
１
年
頃
、
私
は
友

人
か
ら
米
国
で
１
９
９
０
年

代
か
ら
急
拡
大
し
た
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
日
本

へ
の
導

入
の
協
力
要
請
を
受
け
た
。

東
京
都
や
横
浜
市
、
ス
ポ
ン

サ
ー
各
社
な
ど
に
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
の
制
度
を
提
案
し

た
。
そ
れ
が
き

っ
か
け
と
な

り
、

０３
年
に
わ
が
国
初
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

「味
の
素

ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
実
現
。
ま

た
横
浜
市
会
議
員
の
古
川
直

季
氏
の
尽
力
も
あ
り

「日
産

ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
誕
生
し
た
。

施
設
全
て
対
象
に

こ
れ
ら
の
成
功
が
先
駆
け

と
な

っ
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
は
広
が

っ
た
が
、
私
の
本

当
の
思
い
は

「草
の
根
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」
だ
。
草

の
根
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

は
①

小

資
金

で
も

活

用

で

き
、
使
途
が
直
接
で
明
確
で

あ
る
②
中
小
企
業
が
社
名
や

商
品
名

・
個
人
名
を
遺
し

つ

つ
、
故
郷
や
会
社
の
拠
点
な

ど
に
社
会
貢
献
が
で
き
る
③

地
方
自
治
体
の
膨
大
な
施
設

す

べ
て
を
対
象
に
で
き
る
―

な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
現
在
、

運
用
さ
れ
て
い
る
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
の
事
例
は
全
国
で

約
５
０
０
１
６
０
０
程
度
で

は
な
い
か
。
自
治
体
が
保
有

す
る
公
共
施
設
数
に
比

べ
非

常
に
少
な
い
の
が
実
情
だ
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
対

し
、
日
本
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
が
快
く
活
用
で
き
る

仕
組
み
は
で
き
な
い
か
。
政

府
に
は
地
方
自
治
体
に
末
永

く
資
金
が
還
流
す
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
も
ら
い
た
い
。

（東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂

１
の
１２
の
１
）

草の根「命名権」で地方創生
山見インテグレーター社長 山見 博康

コ巳

コEヨ

コ民中
小
の
活
用
促
す
仕
組
み
を
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